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秋田県誕生150年記念

米代川流域で伐り出される秋田杉
木都能代を支えた、米代川流域で伐り出される秋田杉。昭和40年
以前、杉は米代川を利用して運ばれていました。以降はトラック
の運送に切り替わりましたが､往事を偲ぶ風物詩として筏まつり
が行われていました。（昭和41年）
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天空の不夜城
平成25年、１世紀の時を経て復活した能代七夕「天空の不夜城」。文献には江戸時代の
天保年間に､名古屋城を模した城郭型灯籠を作ったことが始まりとあります。現代で
は全高17.6ｍの嘉六（かろく）・24.1mの愛季（ちかすえ）2基の大型灯籠が街を練り歩
きます。（明治時代）

能代工業高校(現能代科学技術高校）バスケットボール部
能代工業高校（現能代科学技術高校）バスケットボール部は、平成8年から3年連続で高
校3大タイトル(インターハイ・国体・高校選抜）を独占し、前人未到の9冠を達成しまし
た。田臥勇太選手が在学していたこの3年間、市民は試合に熱中し、市内では優勝パレー
ドも行われました。（平成10年）
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